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授業授業授業授業のののの概要概要概要概要    

(『講義概要』p. 402 記載内容)  

授業題目授業題目授業題目授業題目    

実践的統計分析法  

学習目標学習目標学習目標学習目標    

さまざまな統計分析手法を理解し、使いこなせるようになる  

授業内容授業内容授業内容授業内容    

研究の現場で必要となる統計分析手法は、分析の目的とデータの特徴によってさまざまです。

この授業の前半では、推測統計学の基本的な概念について解説し、統計的推定および検定の方

法について学びます。後半では、さまざまな分析手法をとりあげて、それらの特徴と使い方を

習得していきます。どのような分析手法をとりあげるかについては、受講者の関心と必要性を

考慮します。統計解析パッケージを使ってデータ分析の実習をおこないます。  

履修要件履修要件履修要件履修要件    

1 学期開講の 比較現代日本論研究演習 I「統計分析入門」を履修済みか、それと同等の知識を

習得済みの者を対象とする。  

教科書教科書教科書教科書    

吉田寿夫 (1998)『本当にわかりやすいすごく大切なことが書いてあるごく初歩の統計の本』北

大路書房。  

成績評価成績評価成績評価成績評価のののの方法方法方法方法    

各回の授業中の課題 (50％)、中間試験 (20%)、期末レポート (30%) を合計して評価する。  
 

授業授業授業授業のののの予定予定予定予定    

目次目次目次目次    

1. 推測統計 (10/2～10/23)  

2. 相関係数 (10/30～11/13)  

3. 中間試験 (11/20)  

4. 変数をキーにした分析 (11/27～12/11)  

5. 多変量解析 (12/18～1/15)  

6. 期末レポート  

※（）内の日付は、学期前のおおよその計画をあらわしていますが、 実際の授業の進行状況に

よって前後にずれることがあります。  

 

1. 1. 1. 1. 推測統計推測統計推測統計推測統計    

• 推測統計の基礎  

• 確率密度と理論分布  

• 標本誤差の推定  

• 平均値の点推定・区間推定  

• 平均値の差の区間推定と t 検定  

• 連関係数の区間推定と χ2 検定  

• サンプル・サイズと検定力  

• 誤差の対策  

2. 2. 2. 2. 相関係数相関係数相関係数相関係数    

• 尺度水準について復習  

• 相関図  

• Kendall の順位相関係数  

• Spearman の順位相関係数  

• Pearson の積率相関係数  

• 相関係数行列  

• 欠損値の処理 (pairwise/listwise)  

3. 3. 3. 3. 中間試験中間試験中間試験中間試験    

4. 4. 4. 4. 変数変数変数変数ををををキーキーキーキーにしたにしたにしたにした分析分析分析分析    

• 個体間変動と変数間変動  

• 対応のある分析  

• 2 項検定  

• ハッセ図の利用  

5. 5. 5. 5. 多変量解析多変量解析多変量解析多変量解析    

未定 (受講者の興味と必要性によります)  

6. 6. 6. 6. 期末期末期末期末レポートレポートレポートレポート    
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比較現代日本論研究演習 II (田中重人) 

第 3回「比率と平均の区間推定」(2008.10.16) 

1. 母比率と標本比率 

2. 区間推定の原理 

3. 比率の区間推定 

4. t分布 

5. 平均値の区間推定 
――――――――― 2 ――――――――― 

【正規分布の表記法】 
標準正規分布の横の縮尺を s 倍に拡大して
右に u だけずらしたものを 

N ( u, s ) 

と表記する。 
 

標準正規分布は N (   ,   ) である 

――――――――― 3 ――――――――― 

【母比率と標本比率】 
母集団における比率を Mとする。 
そこから n人の標本を抽出する。 
標本における比率 m は? 

 
 

――――――――― 4 ――――――――― 

M=0.5 で n=400とすると…… 

Z  =  (x-200) / √(400×0.5×0.5) 

が標準正規分布 N(0, 1) で近似できる。このとき 

標本比率 m  =  x/n  =  

は正規分布 N(    ,      ) で近似できる。 

――――――――― 5 ――――――――― 

したがって、95%の確率で、標本比率は 
 
 
 
の範囲にあるといえる 

――――――――― 6 ――――――――― 

一般に、標本比率は 

正規分布  ⎟
⎠
⎞

⎜
⎝
⎛ −

n
MMMN )1(,  

にしたがう 

――――――――― 7 ――――――――― 

【母比率が不明のとき】 
標本比率mはわかっているが母比率Mが不明 
 
たとえば m=0.6 のとき Mは?  (n =400 とする) 

 

――――――――― 8 ――――――――― 

もし M＝0.5なら…… 

もし M＝0.55なら…… 

もし M＝    なら…… 

 

95%以上の確率で m=0.6になりうるMの範囲は? 

――――――――― 9 ――――――――― 

【区間推定の原理】 
(1) 信頼率を決めておく  (たとえば 95%) 

(2) データから統計量を計算する 

(3) 母集団分布についていろいろなケースを
想定する。その想定のもとでの標本統計量 
の確率分布を計算し、95%の確率で出現す
る範囲を確定する。 



――――――――― 10 ――――――――― 

(4) この範囲のなかに、データから求めた統計
量の値がふくまれるかを調べる 

(5) (4) の条件を満たす想定ケースのすべて
について統計量を求める 

(6) (5) で求めた値の集合が 
「95%信頼区間」である 

――――――――― 11 ――――――――― 

【比率の区間推定】 
標本の規模がじゅうぶん大きく (n > 30)、 

比率があまり偏っていない (0.1 < m < 0.9) とき、 

95%信頼区間は 

n
mmm )1( 1.96    −

×±

標準誤差 
(standard error) 

――――――――― 12 ――――――――― 

【平均値の場合】 
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この母集団から 400人の標本を抽出したとき 

標本平均 mは、正規分布  N ( 3,  0.05) にしたがう 

――――――――― 13 ――――――――― 

【母平均が不明の場合】 
母集団における分布についてあらゆるケースを想定して

計算するのは不可能 

↓ 

正規分布にしたがうことを仮定 

N ( u, s )   ただし u と s は不明  

このとき u はいくらか？ 
――――――――― 14 ――――――――― 

【t分布】 
Student’s t distribution 
平均とばらつきの両方を予測するとき使う 
  
(1) 硬貨を n 回投げる作業を 1 回おこない、表が出た回数
を x とする 
 
(2) 硬貨を n 回投げる作業を d 回繰り返し、それぞれにつ
いて表が出る回数 yj (j=1...d)を数える 

――――――――― 15 ――――――――― 

このとき 

( )∑ −
−=

=

d

j
j

d

Ey
dExt

1

2)(  

の確率分布は、nが大きければ、 
自由度 d の t 分布で近似できる。 

d が大きければ、標準正規分布で近似できる。 

――――――――― 16 ――――――――― 

【平均値の区間推定】 
母集団における正規分布という仮定の下では、 
母集団平均値は、  
 
t 分布を 
・横方向に  SD / √n 倍して 
・右に m 移動させたもの 

で推測できる。  

――――――――― 17 ――――――――― 

平均値の 95%信頼区間のおおよその値： 

n
m SD 1.96    ×±  

 

 

※ t臨界値は自由度 (n-1)によって変化するが、 
n＞200で 1.96に収束する (教科書 p. 281)。 

標準誤差 

t 臨界値 
 

標本平均 

――――――――― 18 ――――――――― 

【SPSS コマンド】 
「分析」→「記述統計」→「探索的」 

◎ 「従属変数」を指定 
◎ パネル左下の「統計」だけをチェック 

 

※ 信頼率を変更するには「統計」を選択 

※ 「因子」を指定すると層別に分析できる 
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2008.10.30 比較比較比較比較現代日本論研究演習現代日本論研究演習現代日本論研究演習現代日本論研究演習 II (田中重人田中重人田中重人田中重人) 

授業資料授業資料授業資料授業資料 

表表表表 1    性別と性別による不公平感との関連    

性別による不公平   
性別 

「大いにある」 「少しはある」 「ない」 合計 （人）

男性 36.0  50.5  13.5  100.0 (111) 

女性 27.3  56.8  15.9  100.0 (132) 

合計 31.3  53.9  14.8  100.0 (243) 

Cramer's V=0.094. p < 0.05 無回答=7.

 
 

表表表表 2    県や市町村の部課長以上の役人に知り合いがいる比率の男女差    

性別 ％ (人)

男性 46.0 (113)

女性 27.6 (134)

合計 36.0 (247)

φ=0.191*． 無回答=3．

*: 5％水準で有意. 

 
 

表表表表 3  生活全般満足度の男女差 (1) 

性別 平均 標準偏差 (人) 

男性 2.62 1.02 (114) 

女性 2.24 0.91 (136) 

合計 2.41 0.98 (250) 

η＝0.198.  p < 0.05. 

 

表表表表 4  生活全般満足度の男女差 (2) 

性別 平均 標準偏差 (人) 

男性 2.62 1.02 (114) 

女性 2.24 0.91 (136) 

合計 2.41 0.98 (250) 

                    η＝0.198*.  *: 5%水準で有意. 

  

 
 

表表表表 5  性別役割意識の男女差 (1) 

 平均 標準偏差 (人) 

男性 1.77 0.67 (111) 

女性 1.89 0.65 (132) 

合計 1.84 0.66 (243) 

             η＝0.086.  p > 0.05.  無回答＝７. 

 

 

表表表表 6  性別役割意識の男女差 (2) 

 平均 標準偏差 (人) 

男性 1.77 0.67 (111) 

女性 1.89 0.65 (132) 

合計 1.84 0.66 (243) 

             η＝0.086ns.  ns: 5%水準で非有意. 

                                    無回答＝７. 
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比較現代日本論研究演習II　（田中重人）
2008.12.18  参考資料

表表表表1111　　　　自分自分自分自分にとってにとってにとってにとって大切大切大切大切なことなことなことなこと

家族の信頼・尊敬を得ること　(y)
1 2 3 4

1. そう思う 13 1 0 1 15
(5.4) (0.4) (0.0) (0.4) (6.3)

2. どちらかといえばそう思う 35 12 2 0 49
(14.6) (5.0) (0.8) (0.0) (20.5)

3. どちらかといえばそう思わない 79 37 9 0 125
(33.1) (15.5) (3.8) (0.0) (52.3)

4. そう思わない 32 15 3 0 50
(13.4) (6.3) (1.3) (0.0) (20.9)

合計 159 65 14 1 239
(66.5) (27.2) (5.9) (0.4) (100.0)

度数　（全体％） を示す。

平均値の差=1.48 (x=2.88, y=1.40), p<0.01 (対応のあるｔ検定による)。r=0.073。 対応のあるt検定の場合

x>yケース84.1％, x<yケース1.7％, p<0.01 (符号検定)。 符号検定の場合

x>yケース84.1％, x<yケース1.7％, p<0.01 (80％を基準とする2項検定、x=yケースを含む)。 2項検定 (x=yケース含む) の場合

x>yケース84.1％, x<yケース1.7％, p<0.01 (80％を基準とする2項検定、x=yケースを除く)。 2項検定 (x=yケース除く) の場合

合計高い地位を得ること(x)



表表表表2222　　　　自分自分自分自分にとってにとってにとってにとって大切大切大切大切なことなことなことなこと 表表表表3333　　　　自分自分自分自分にとってにとってにとってにとって大切大切大切大切なことなことなことなこと

平均 SD N (％)

高い地位を得ること 2.88 0.81 x>y 201 (84.1)
家族の信頼・尊敬を得ること 1.40 0.62 x=y 34 (13.6)
平均値の差=1.48, p<0.01 (対応のあるｔ検定による)。r=0.073。N=239。 x<y 4 (1.7)

合計 239 (100.0)

x:　高い地位を得ること, y: 家族の信頼・尊敬を得ること。

 p>0.05 (x>yケース80％を基準とする2項検定)。
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(y=b1x1+ b2x2+ + bnxn + a)
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Regression analysis 
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Multiple regression analysis 
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r = R =  = B sx / xy
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multi-colinearity
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1.

2.

3.

 2 

SPSS
 + 1 

 3 

dummy variable 

0 1
a a+1

X1 0 1 0 0 0
X2 0 0 1 0 0
X3 0 0 0 1 0
X4 0 0 0 0 1

 4 

(reference)

( )

 5 

recode :

recode q1_2a (40 thru 55 =1 ) (missing=sysmis) 
(else=0) into age40. 

recode q1_2a (56 thru 70 =1 ) (missing=sysmis) 
(else=0) into age56. 

 6 

1

 7 

 ( )

 t
(B  * )
R2 F  (* )

 8 

1

 ( )     
( ) 6.787** (0.570) 

 ( ) 0.032 (0.203) 0.120
 ( 39)

40 55 0.002 (0.007) 0.000
55 70   0.025* (0.009) 0.131

0.117** (0.029) 0.270
R2=0.09**    N=238

 (10 , )
** 1%   *: 5%

5%    

3
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SD
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